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談 話 室

泡ぶ くの低温核(架 空)融 合

理学部 池 谷 元 伺(豊 申4168)

FleischmannとPons(F&Pと 略す)に よる重 水(D,O)の 電解 に よる 「電 極 内の核 融合 」 の報 告

は、高 温 超伝 導 に劣 らぬ興 奮 を巻 き起 こ した。 そ の後 、Jonesら に よ り重 水 の電 解 中 に微弱 な中性 子 が

観 測 され る とい うデー ターの公 表 や、 「実 験追 試 の成功 」 の報 道 が新 聞 をに ぎわせ た。新 聞報 道 の他 に

論 文や プ レプ リン トの フ ァ ックスが とび かい 、私 の周 囲 で も4月 中 に論 文 を書 き上 げた 人た ちが いた の

は驚 きで あ る。実 は筆 者 も4月9日 か ら 「1週 間 は ク レー ジー にな る。」 と宣 言 し、4月5日 に原子 力

学 会 の イ ンフ ォー マル ミー テ ィン グで提案 した 「オー ジェ効果 重 水素核 融 合」 の モデル に もとず い た実

験 を開始 した 。そ の時 指摘 した 「地球 内部 の核で の 固体 内核 融合 の可 能性」 に も関 心 が あった。 大学 で

の研 究 を報道 しよ うとす るマ ス コ ミの問 い合 わ せ に、 「当方 は追 試 はい た しませ ん。」 と答 える ことに

して、 実 は 「追試 」 以上 の実 用化 を 目指 したつ も りで あ った。

電 極そ の場 観察(ln-situObservation)

電極 内部 で本 当 に核 融合 が起 こって い るな ら、 ミク ロな:領域 でPd電 極 の融解 が起 こるであ ろ う。D20

の電気 分 解 電極 をそ の場観 察 す る と、海 底 火山 の噴 出 と枕状 溶 岩 の生 成 に も似 たPd融 解放 出 が観 測 さ

れ るか も知 れ ない。 そ こでPd電 極 を顕微 鏡 で そ の場観 察 して ビデ オ に録 画 した。 真 っ赤 な融解Pdが 、

ミク ロ ソ単 位 で噴 出 す るの を夢 みた ので あ る。 図1は この 装置 の概 略 図 で あ り、 図2はPd電 極 よ り重

水素 気泡 の噴 出 で あ る。 この様 な物性 研究 の立場 か らの固体 内核 融合 の検 証実 験 も、 「電気 メ ッキのそ

の場 観察 モ ニ ター法」 と して役立 って も、核 融 合 を実証 す るに は至 らなか った。 図2に 示 す よ うに、 こ

の夢 も 「うた かた の泡」 と消 えた ので あ る。
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図1電 解中の電極その場観察装置
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放射 線促 進 の核 融合=放 射化 電極?

重 水 を プ クプ ク と電 気分 解 して もPd内 で核 融合 が起 き るな ど、私 には とて も信 じるこ とが で きな い。

単 に重 水 を電気 分解 して 中性子 や トリチ ウム が簡 単 に検 出で きるのな ら、 この よ うな現 象 は戦前 に発 見

されて い たで あ ろ う。私 は 「Dが 格 子 か ら大 きな エ ネル ギー を も ら うか ら核 融合 を起 こす」 と考 え た。

も しかす ると、微 弱 な 自然 放射 線 の エネ ルギ ーをDが も らってD-D核 融 合が起 こるか も知 れ な、・。F

&Pら の電 極 は放 射化 して いな いだ ろ うか。 そ こで15年 前 、阪大理 学部 で 森 田教 授 に よ り理 論 的 に提 案

され 、音 在 らに よ り発 見 されたNEAT(NuclearExcitationbyAtomicTranslations)の 特異 な ケ ー

ス と して 、重 水素 がエ ネル ギー を も ら うオー ジェ効 果 を考 えた 。オ ー ジ ェ電子 で はな くオー ジェ重 水素

に よに る核融 合反 応 で あ る。
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図2Pd電 極その場観察装置によるPd電 極表面の

水素化物生成と重水素気泡の顕微鏡写真

放 射線 誘起 に よる表面 吸着 の水素脱 離 現象 で は、励 起 エ ネルギ ーが 内殻励 起 の ところで大 きな効 率 に

な る。 私た ち が電解 吸蔵 したSUS304で 見 いだ した 「放射 線 に よ る水素 拡散 の促進 」 の現象 や 「水

素 脆性 防止 照射 技 術」 は、 金属 中 での 水素 と不純 物 の複 合体 また は水 素化物 相 の放 射線 分解 に基 づ いて

いた。1'Dが オ ー ジェ効果 に よってPd内 殻 電子 の エ ネル ギー(25keV)程 度 を も ら うこ とが あ ると、近 傍

のDと の核 融合 反 応断 面積 と して 、1mbam程 度 に な る。 そ こで、X線 を照射 しなが ら内殻電 離 を起 こ

してD,0の 電 気 分 解 を行 な った。 い ろ い ろ複 雑 な現 象 に出会 って い るが、 これ は4年 生 の 卒研 のテ ー

マ の1つ で あ り、核 融合 が起 こ って い る証 拠 は まだつ か めな いで い る。

高圧実験と放射線計測

もし固体内で トソネル効果による核融合が起こっていると、格子間隔が縮まればその効率も増大する。
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そこで、地球科学の実験に用いる高圧プレスとキュービックアソピル装置を用いて高圧下での電気分解

を試みた。電極の格子が1%縮 まれば反応断面積は数倍から10倍は増大するはずである。明確な核融合

促進の証拠を得ることはできなかったが、高圧実験を一通 り経験させて頂いた。 この他、レーザー照射

下での電気分解など、効率を上げると考えられる実験に取 り組んだ。

液体シソチレーターによる化学ルミネッセソスや重:水電解による蒸気の下での中性子 レムカウソター

の誤動作の経験など、久々に自ら実験 して時には楽しい時を過ごした。中性子がで噸いD-D核 融合反

応としてα粒子が出ていないか検出しようと、飛跡検出フィルムによるα粒子の検出を試みたがすべて

が、否定的結果に終わった。

む す び

学者 が この様 な研 究 をす べ きで ない との意見 もあ る。 しか しF&Pの 核融 合 が事実 な ら、 我 々の エ ネ

ルギ ー源 はF&Pら の特 許 で抑 え られ る し、 エ ネル ギー源 と して人類 へ の影 響 も計 り知 れ ない。 単 に、

「世紀末」 の現象 とは片づ け られ ない。何 よ りも 「夢」 が ある。 私 に とって は少 な:くと も単 な る 「追試 」

で は な く、X線 や レーザ ー 光照 射 さ らに高圧 下 のD,0の 電解 とい う手 法 に よ り核融 合 の証 拠 を見 つ け

よ うと夢 を見 た ので あ る。卒研 生 が一 人 この研 究 に取 り組 み 、 ユ リー ・ゲ ラー の よ うにPd電 極 を 曲げ 、

300℃ 近 い発 熱 を観 測 した 。2'軽水 で繰 り返 し実験 を して化 学発 熱 と判 った が 、一度 は 中性子 被 曝 も心配

した。興 奮 させ て も らったの で あ る。

研 究 とは基 本的 には夢 や ロマ ソの追 求で あ る。時 に は苦 しい 「作 業 」で あ り 「ゲー ム」 で あ り、 「賭

事」 で もあ る。 研究 者 も芸術 家 と同 じ く個 性 を表 現 し、1自己主張 す る。秋 吉 洞 の洞窟 に朽 ち る覚 悟 で描

いた夢 「地 球科 学 と物性 物理 の統 合一ESR年 代測 定」 を 「先物 買 い」 的 に買 って頂 けて、 阪大 の物 理

学科 に移 るこ とが で きた のだが 、数 カ月 間 クレー ジー に燃 えた結 果 が 、 こ こに述 べ た程 度 で しか ない。

「低温 核融 合」 は、 パー テ ィー の話題 で もあ るので、諸 氏 の雑談 の種 にで も と失 敗例 を書 かせ τ頂 いた 。
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